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Ⅰ
 

■目標………確かな学力の定着 

■手段・ゴールイメージ 
１ 一人ひとりに複式指導における学び方を育て、４５分の授業の充実を図るとともに、振り返りの時間 

(習熟)を５分以上確保する。 

「主体的･対話的で深い学び」を目指し、各種学力検査で全学年、全領域で平均(全国・県)を上回るよう 

にする。 

２ 簡潔で分かりやすい指示・発問に努め、９０％以上の児童が集中して話を聴いたり、自分の考えを進ん 

で発表したりすることができるようにする。また、友達といつでも協力や対話ができる授業環境を整える。 

３ ＩＣＴ機器等を活用して個人や集団でしっかり思考する場を工夫するとともに、対話を通して、児童 

同士が教え合い、互いを高め合いながら、考えをまとめていくことができるようにする。 

４ 読書指導や読書環境の充実を通して、多様なジャンルの本に触れさせる。冊数の個人目標をもたせ、 

１００％の児童が目標を達成できるようにする。 
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Ⅱ
 

■目標…………豊かな心の育成 

■手段・ゴールイメージ 
１ あいさつや返事、礼儀の指導を徹底し、学校や家庭、地域で時と場に応じたあいさつやお礼など、 

８０％以上の児童が常にできるようにする。 

２ 思いやりのある行動や丁寧でやさしい言葉かけを９０％以上の児童が常にできるようにする。 

３ ろうか歩行や室内での過ごし方など、自ら考えて判断・行動し、８０％以上の児童がけじめのある行

動が常にとれるようにする。 

４ 学校・地域における行事やボランティア活動等に８０％以上の児童が自主的に参加し、助け合いの心

を育む。 

体 
 

重
点
目
標 

Ⅲ
 

■目標…………たくましい体の育成 

■手段・ゴールイメージ 
１ 体育指導法の充実を図り、児童一人ひとりが全力で運動に取り組めるようにする。また、友達と協力し 

ながら活動（競技）することができるようにし、「県体力テスト」でＡ及びＢ判定の児童が６０％以上に

なるようにする。また、課題である柔軟性、俊敏性を高める運動について計画的・継続的に取り組ませ、

体力を向上させる。 

２ 児童に「全校遊び」を主体的に計画させ、「昼休みは友達と仲良く過ごしている」と回答する児童が 

９０％以上になるようにする。 

３ 立腰指導をし、｢様々な場面で姿勢に気を付けている」と答える児童が９０％以上になるようにする。 

４ 家庭と連携して生活リズムの改善やメディアの利用の注意喚起を図り、「８時間以上の睡眠をとる」 

と答える児童が７０％以上、「毎朝朝食を食べている」と答える児童が９０％以上になるようにする。 
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Ⅳ
 

■目標…………連携教育の推進 

■手段・ゴールイメージ 
１ 保育園をはじめ、各校との体験活動等の相互交流のさらなる充実を図り、互いのよさを味わわせると 

ともに、職員間の研修や交流も行い、連携した教育を推進する。 

２ 町教職員研修会や町教育の日、集合学習等への積極的な取組を通して、小小・小中の連携した教育の 

充実を図る。 

３ コミュニティスクールとしての機能を生かし、家庭・地域との連携を深め、ふれあい交流活動やふれ 

 あい運動会の充実･改善を図る。また、キャリア教育の一環として、地域や保護者の人材を活用し、色  々

な職業を知る機会をつくる。 

４ ホームページを活用し、家庭や地域に学校行事や児童の様子を発信し、情報提供を図る。  


